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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌側表面に位置する液透過性の表面シートと、着衣側表面に位置する裏面シートと、前
記表面シートと前記裏面シートとの間に位置する液吸収層とを備え、前記肌側表面から着
衣側に向けて前記表面シートと前記液吸収層とが凹状に圧縮された圧縮溝が形成された吸
収性物品において、
　前記圧縮溝は、肌側表面の後部に位置して縦方向中心線から左右両側に離れて縦方向に
延びる一対の後方内側圧縮溝と、前記後方内側圧縮溝を後部で連結する後方連結圧縮溝と
、前記後方内側圧縮溝の左右両外側で縦方向に延びる一対の後方外側圧縮溝とを有し、前
記後方内側圧縮溝と後方連結圧縮溝とで囲まれた後方中央領域が形成されており、
　前記後方中央領域内において、前記液吸収層の着衣側の表面から肌側に向けて凹状に形
成された裏側圧縮部が形成されて、この裏側圧縮部は縦方向中心線に沿って形成されてい
るとともに、前記裏側圧縮部の後端は、前記後方連結圧縮溝よりも前方に位置しているこ
とを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　一対の前記後方外側圧縮溝は、前記後方連結圧縮溝よりも後方に離れた位置で連結され
ている請求項１記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記後方内側圧縮溝と前記後方外側圧縮溝とで挟まれた領域での液吸収層の密度が、前
記後方中央領域での液吸収層の密度よりも高い請求項１または２記載の吸収性物品。
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【請求項４】
　前記圧縮溝は、前記後方内側圧縮溝から前方に連続して縦方向中心線から左右両側に離
れた位置に設けられた前方内側圧縮溝と、前記前方内側圧縮溝よりも左右両外側に離れて
縦方向に延びる前方外側圧縮溝とを有しており、
　前記後方内側圧縮溝と前記前方内側圧縮溝との境界部には、圧縮部間の間隔を広げる変
曲部が設けられており、前記変曲部の左右両外側において、前記後方外側圧縮溝と前記前
方外側圧縮溝とが不連続である請求項１ないし３のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　肌側表面に縦方向に向けて弾性収縮力を与える弾性伸縮部材が設けられ、この弾性伸縮
部材の後方での作用端が、前記後方外側圧縮溝の前端よりも前方、あるいは前記前端の近
傍に設けられている請求項１ないし４のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記後方内側圧縮溝は、その対向間隔が後方に向けて徐々に狭くなるように形成されて
いる請求項１ないし５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記裏側圧縮部が形成されている部分で、液吸収層と裏面シートとが接合されており、
前記裏面シートが前記裏側圧縮部の内部に入り込んでいる請求項１ないし６のいずれか１
項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記裏面シートの外面には、前記裏側圧縮部を覆う位置で、縦方向に延びる細長い範囲
に感圧接着剤層が設けられている請求項１ないし７のいずれか１項に記載の吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、女性性器から排泄される経血などの吸収に適した吸収性物品に係り、特に、膣
口から臀部までを覆う縦長の吸収性物品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
女性性器から排泄される経血を吸収する吸収性物品の一般的な構造は、肌側表面に位置す
る液透過性の表面シートと、着衣側表面に位置する液不透過性の裏面シートと、前記表面
シートと裏面シートの間に介在する液吸収層とを有するものであり、通常は下着のクロッ
チ布の内面に前記裏面シートが感圧接着層を介して接着された状態で着用される。
【０００３】
前記吸収性物品では、肌側表面に与えられる経血を確実に捕捉して、吸収性物品の側方へ
の液洩れや後方部分から外部への液洩れを防止する機能が要求される。
【０００４】
特に生理中の女性が就寝時に着用する吸収性物品では、吸収性物品の横方向からの経血の
洩れを防止すると共に、身体を伝わって肛門から臀部の溝に向かって流れ出ようとする経
血、または吸収性物品の肌側表面に沿って後方へ流れようとする経血を外に漏らすことな
く確実に吸収することが求められる。そのため、就寝時に使用される吸収性物品は、通常
時に使用するものよりも縦方向に長く形成され、その肌側表面で膣口の前方の恥丘から肛
門よりも後方の臀部までの広い範囲を覆うことができるようにしている。
【０００５】
また、この種の吸収性物品において、液吸収層に圧縮溝を形成し、この圧縮溝を可撓軸と
して変形させることで肌側表面が女性の股間部に密着しやすくしたものが存在している。
【０００６】
以下の特許文献１には、後部が臀部を覆うことのできる縦長の吸収性物品が開示されてい
る。この吸収性物品は、前部において肌側表面に縦方向に延びる一対の表溝が形成され、
後部において着衣側表面に縦方向に延びる後方溝が形成され、前記表溝と前記後方溝は、
幅方向に重複しないように前後に離れて形成されている。この吸収性物品は、前部に位置



(3) JP 4390445 B2 2009.12.24

10

20

30

40

50

する表溝を可撓軸として、表溝で挟まれた中央部が身体に向けてアーチ状に変形して排泄
部に密着しやすくなるとともに、後部では後方溝の部分でナプキンが身体に向けて凸形状
に変形しやすく、この部分が臀部の溝内に密着しやすくなるというものである。
【０００７】
次に、特許文献２に記載の生理用ナプキンは、ナプキンの肌側表面に縦方向に延びる一対
の第１の圧搾条溝が形成され、ナプキンの着衣側表面に、前記一対の第１の圧搾条溝の中
間に位置して縦方向に延びる第２の圧搾条溝が形成されている。この生理用ナプキンは、
第２の圧搾条溝の部分でナプキンの中央部が肌側へ凸が向けられるように変形し、第１の
圧搾条溝の部分でナプキンが着衣側に凸が向くように変形させられることにより、断面が
Ｗ形状に変形しやすくなり、ナプキンの中央部が身体の排泄局部に密着しやすくなるとい
うものである。
【０００８】
【特許文献１】
特開平１０－３２８２３３号公報
【特許文献２】
実開平３－３３６２２号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１に記載の生理用ナプキンは、後部に後方溝が形成され、この部分が臀部の溝に
フィットできるようになっている。しかし、前記後部では、後方溝以外は平坦な構造であ
るため、例えば生理用ショーツの後身頃の中央に設けられた弾性部材により、前記後方溝
の部分が臀部の溝内に押し付けられたときに、後方溝に与えられる押圧力の反力によって
後方溝の両側に位置する部分が臀部から離れる向きに変形しようとする。そのため、臀部
の表面と生理用ナプキンとの後部との間に隙間が形成されやすい。
【００１０】
次に、前記特許文献２に記載のものは、大腿部からの側圧を受けたときに生理用ナプキン
の断面がＷ形状に変形しやすく、肌側表面の中央部分が膣口に密着しやすい。しかし、仮
に生理用ナプキンの臀部に当たる後方部分に特許文献２に記載の構造を採用した場合、生
理用ナプキンの後方部分を臀部の曲面に沿って確実にフィットさせることができない。す
なわち人体の臀部の表面構造は、肛門から続く溝が形成されているともに、溝から離れた
位置では三次元的な凸曲面であるため、前記のようにＷ型に変形する構造では、生理用ナ
プキンの後方部分を、前記三次元的な凸曲面に合わせて変形させることが難しい。そのた
め、臀部の表面と、生理用ナプキンの後方部分との間に隙間が形成されるのを避けること
ができない。
【００１１】
本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、後方部分が臀部の溝内に入りやすく、
しかも溝内に入る部分以外では、臀部の形状に応じて三次元的な凹曲面となるように変形
しやすい吸収性物品を提供することを目的としている。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、肌側表面に位置する液透過性の表面シートと、着衣側表面に位置する裏面シ
ートと、前記表面シートと前記裏面シートとの間に位置する液吸収層とを備え、前記肌側
表面から着衣側に向けて前記表面シートと前記液吸収層とが凹状に圧縮された圧縮溝が形
成された吸収性物品において、
　前記圧縮溝は、肌側表面の後部に位置して縦方向中心線から左右両側に離れて縦方向に
延びる一対の後方内側圧縮溝と、前記後方内側圧縮溝を後部で連結する後方連結圧縮溝と
、前記後方内側圧縮溝の左右両外側で縦方向に延びる一対の後方外側圧縮溝とを有し、前
記後方内側圧縮溝と後方連結圧縮溝とで囲まれた後方中央領域が形成されており、
　前記後方中央領域内において、前記液吸収層の着衣側の表面から肌側に向けて凹状に形
成された裏側圧縮部が形成されて、この裏側圧縮部は縦方向中心線に沿って形成されてい
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るとともに、前記裏側圧縮部の後端は、前記後方連結圧縮溝よりも前方に位置しているこ
とを特徴とするものである。
【００１３】
この吸収性物品では、後方中央領域が下着の緊迫力によって臀部の溝内に押し込まれたと
きに、裏側圧縮部を有する後方中央領域が臀部の溝内に入り込むように変形できる。裏側
圧縮部を有する後方中央領域は、後方内側圧縮溝と後方連結圧縮溝で囲まれているため、
後方中央領域が臀部の溝内に向けて変形したときに、後方中央領域の外側の部分が前記後
方内側圧縮溝および後方連結圧縮溝を起点として三次元的な凹局面形状に変形しやすくな
る。よって、後方中央領域が臀部の溝内に入るとともに、その周囲が臀部の曲面に沿うよ
うに変形しやすく、臀部と吸収性物品との密着性が良好になる。
【００１４】
また、本発明では、前記後方内側圧縮溝は、その対向間隔が後方に向けて徐々に狭くなる
ように形成されている。
【００１５】
後方内側圧縮溝の対向間隔が後方に向けて徐々に狭くなっていると、後方中央領域が臀部
の溝内に入りやすくなる。
【００１７】
　後方内側圧縮溝の外側にさらに後方外側圧縮溝が形成されているので、後方中央領域よ
りも外側部分が三次元の凹曲面形状に変形しやすくなる。
【００１８】
また、一対の前記後方外側圧縮溝は、前記後方連結圧縮溝よりも後方に離れた位置で連結
されているものが好ましい。
【００１９】
このように構成すると、後方中央領域よりも後方部分が、二重の圧縮溝で囲まれるように
なり、後方部分において吸収性物品が三次元の凹曲面に変形しやすくなる。
【００２０】
また本発明は、前記後方内側圧縮溝と前記後方外側圧縮溝とで挟まれた領域での液吸収層
の密度が、前記後方中央領域での液吸収層の密度よりも高いものである。
【００２１】
このように後方内側圧縮溝の周囲で液吸収層の密度を高くしておくと、後方中央領域の外
側で三次元の凹曲面の状態に維持でき、身体からの圧力により変形したり縒れが生じるの
を防止できるようになる。
【００２２】
また本発明は、前記圧縮溝は、前記後方内側圧縮溝から前方に連続して縦方向中心線から
左右両側に離れた位置に設けられた前方内側圧縮溝と、前記前方内側圧縮溝よりも左右両
外側に離れて縦方向に延びる前方外側圧縮溝とを有しており、
前記後方内側圧縮溝と前記前方内側圧縮溝との境界部には、圧縮部間の間隔を広げる変曲
部が設けられており、前記変曲部の左右両外側において、前記後方外側圧縮溝と前記前方
外側圧縮溝とが不連続であるものとして構成できる。
【００２３】
この吸収性物品では、前記変曲部で挟まれた幅広の部分が、前後に位置する前方外側圧縮
溝と後方外側圧縮溝とで４方向から集中して押圧力を受けることにより、前記変曲部で挟
まれた幅広の部分が、身体の会陰部に向けて膨らみを呈し前記会陰部に密着しやすくなる
。この会陰部への密着と、前記後方中央領域の臀部の溝への密着、さらには前記三次元の
凹曲面への変形とによって、経血が吸収性物品が後方からさらに臀部方向へ洩れるのを有
効に防止できるようになる。
【００２４】
また本発明は、肌側表面に縦方向に向けて弾性収縮力を与える弾性伸縮部材が設けられ、
この弾性伸縮部材の後方での作用端が、前記後方外側圧縮溝の前端よりも前方、あるいは
前記前端の近傍に設けられているものである。
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【００２５】
前記弾性伸縮部材を設けることにより、吸収性物品は、前部と後部とが引かれて身体に合
わせて凹状に変形しやすくなる。ただし、後方外側圧縮溝は、前記弾性伸縮部材の作用端
よりも後方に位置しているため、後方中央領域の外周に位置している後方内側圧縮溝およ
び後方外側圧縮溝には、弾性伸縮部材の弾性収縮力が作用せず、よって、後方中央領域の
外周部分は、凹曲面形状に湾曲した状態を維持できるようになる。
【００２６】
さらに、本発明は、前記裏側圧縮部が形成されている部分で、液吸収層と裏面シートとが
接合されており、前記裏面シートが前記裏側圧縮部の内部に入り込んでいることが好まし
い。
【００２７】
バックシートが裏側圧縮部の溝側に入り込んでいると、バックシートの素材が裏側圧縮部
の形状を保つ補強機能を発揮し、裏側圧縮部が設けられている部分の液吸収層が凸状に変
形した状態を保ちやすくなる。
【００２８】
また、前記裏面シートの外面には、前記裏側圧縮部を覆う位置で、縦方向に延びる細長い
範囲に感圧接着剤層が設けられているものが好ましい。
【００２９】
裏側圧縮部が形成されている部分で裏面シートが下着にしっかり固定されるため、前記裏
側圧縮部が形成されている部分が下着の中央部分から位置ずれすることがなく、裏側圧縮
部を有する部分が下着の緊迫力によって臀部の溝内に確実に押し込まれるようになる。
【００３０】
【発明の実施の形態】
本発明の吸収性物品は、女性の膣口から排泄される経血を吸収することを主な目的とする
生理用ナプキンとして使用される。また吸収性物品の２つの表面のうち股間部に向けられ
る表面を肌側表面とし、反対側の表面は、その外側に着衣が着用されるか否かに拘らず着
衣側表面と表現する。
【００３１】
本明細書での縦方向中心線とは、吸収性物品を横方向に二分して縦方向に延びる線を意味
する。一方、横方向基準線は、必ずしも吸収性物品を縦方向に二分する位置を横断してい
ることを意味せず、身体に装着したときに、膣口に当たる部分での縦方向の中心を通る線
を意味している。
【００３２】
また圧縮溝と、裏側圧縮部は、凹部が線状に延びるように加圧されているものであっても
よいし、溝に沿って圧縮部が間隔を開けて形成されているものであってもよい。また前方
中央領域は、女性の膣口に当たる部分を意味し、後方中央領域は、膣口よりも後方で、肛
門から臀部の溝内に対向する部分を意味する。また、前記前方中央領域と後方中央領域と
の境界部分が、主に膣口と肛門との間に位置する会陰部に対向する。
【００３３】
図１ないし図３は、本発明の吸収性物品の実施の形態として生理用ナプキン１を肌側表面
を上向きにして示した平面図である。図１ないし図３は同じ生理用ナプキン１を示してい
るが、個々の構成要素を説明しやすくするために便宜上別々の図としている。図１は主に
圧縮溝の構造を示し、図２は表面シートの構造を示し、図３は裏側圧縮部と感圧接着剤層
の形成領域を示している。
【００３４】
図４は、前記生理用ナプキン１が下着のクロッチ布に取り付けられた状態を示すものであ
り、横方向基準線で切断したＩＶ－ＩＶ矢視の断面図、図５は前記生理用ナプキンの後部
を示すＶ－Ｖ線の断面図である。
【００３５】
図１ないし図３に示す生理用ナプキン１は、生理中の女性が就寝時などに着用するのに適
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した縦長のものであり、縦方向（Ｙ方向）の全長寸法は、ほぼ２００～４５０ｍｍである
。
【００３６】
生理用ナプキン１は、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙから横方向に等距離を開けて縦方向に延び
る右側縁部１ａと左側縁部１ｂを有し、横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘから前後に間隔を開けた
凸曲線形状の前縁部１ｃおよび後縁部１ｄを有している。横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘから前
縁部１ｃまでの距離よりも、横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘから後縁部１ｄまでの距離の方が長
くなっている。
【００３７】
前記右側縁部１ａと左側縁部１ｂは、横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘを含む縦方向の所定の長さ
範囲において左右両側に突出して、この突出部分でウイング部１Ａ，１Ａが形成されてい
る。また前記右側縁部１ａと左側縁部１ｂは、前記横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘから後方へ離
れるにしたがって、横方向の対向間隔が徐々に広がるように曲線形状に形成されており、
この広がり部分で後方フラップ１Ｂ，１Ｂが形成されている。
【００３８】
図４の断面図に示すように、この生理用ナプキン１は、着衣側表面に現れる液不透過性の
裏面シート２と、肌側表面に現れる液透過性の表面シート３を有している。前記裏面シー
ト２と前記表面シート３との間には液吸収層４が介在し、表面シート３と液吸収層４との
間にセカンド層５が設けられている。図１において点線で示すように、この液吸収層４は
、前縁部１ｃの内側から後縁部１ｄの内側にかけて、また前記ウイング部１Ａ，１Ａと後
方フラップ１Ｂ，１Ｂを除く広い範囲に設けられている。
【００３９】
　生理用ナプキン１は、少なくとも表面シート３と前記液吸収層４とが局部的に加圧され
且つ加熱されて、肌側表面に現れる圧縮溝１０が形成されている。この圧縮溝１０は、加
熱ローラを用いたエンボス加工によって形成される。前記液吸収層４と表面シート３が重
ねられた状態で、液吸収層４の外面に表面がフラットなロールが当てられ、表面シート３
の表面にエンボスパターンの凸部を有する加熱ロールが当てられて、加圧され且つ加熱さ
れて圧縮溝１０が形成される。
【００４０】
前記圧縮溝１０では、前記液吸収層４および表面シート３がほぼフィルム状に圧着された
高密度圧縮部１０ａと、フィルム状にはなっていないが圧縮溝１０以外の領域よりも高密
度となった中密度圧縮部１０ｂとが、交互に形成されている。この高密度圧縮部１０ａと
中密度圧縮部１０ｂとを有する圧縮溝１０が、生理用ナプキン１の肌側表面から裏面シー
ト２側へ窪む凹溝として形成されている。
【００４１】
図１に示すように、前記圧縮溝１０は符号１１ないし１７で示す各圧縮溝に区分される。
【００４２】
縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙから右側と左側に等距離を開けた位置に、縦方向に延びる前方内
側圧縮溝１１Ａ，１１Ａが形成されている。前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａは、横方向基
準線Ｏｘ－Ｏｘの部分でその対向間隔が狭くなるように、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに凸側
が向けられる円弧曲線となっている。前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａの対向間隔は、横方
向基準線Ｏｘ－Ｏｘから後方（後縁部１ｄの方向）に向かうにしたがって徐々に広くなる
。また、後部には後方に向かうにしたがってその対向間隔が徐々に狭くなる後方内側圧縮
溝１１Ｄ，１１Ｄが形成されている。前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａと後方内側圧縮溝１
１Ｄ，１１Ｄは、同じ圧縮溝である変曲部１１Ｂ，１１Ｂにより連結されている。この変
曲部１１Ｂ，１１Ｂの対向間隔は、その前後に位置する圧縮溝よりも広くなっている。
【００４３】
前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａは、その前端が前方連結圧縮溝１２により連結されている
。この前方連結圧縮溝１２は、前縁部１ｃに凸側が向けられる曲線形状である。前方内側
圧縮溝１１Ａ，１１Ａと前方連結圧縮溝１２との交点から、前縁部１ｃに向けて一対の延
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長圧縮溝１３，１３が形成されている。この延長圧縮溝１３，１３は、縦方向中心線Ｏｙ
－Ｏｙに対して左右に等距離に配置されている。
【００４４】
前記後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄの後端は後方連結圧縮溝１４により連結されている。
後方連結圧縮溝１４は、後縁部１ｄに凸側が向けられる曲線形状である。
【００４５】
前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａ、変曲部１１Ｂ，１１Ｂ、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄ
、前方連結圧縮溝１２、延長圧縮溝１３，１３、および後方連結圧縮溝１４は、全て連続
して形成されている。また、前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａと後方内側圧縮溝１１Ｄ，１
１Ｄ、前方連結圧縮溝１２、および後方連結圧縮溝１４により、生理用ナプキン１の肌側
表面の所定範囲が囲まれて、この囲まれた範囲が中央領域２０となっている。この中央領
域２０は、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに対して左右対称であり、横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘよ
りも前方が短く、横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘから後方に長い縦長形状である。
【００４６】
前記中央領域２０は、前方中央領域２０Ａと後方中央領域２０Ｄとに二分できる。図８は
、生理用ナプキン１が女性の股間部に装着された状態を示しているが、主に膣口（Ｎ）に
当たる部分が前方中央領域２０Ａであり、肛門（Ｐ）から臀部の溝（Ｑ）に対向する部分
が後方中央領域２０Ｄである。また、中央領域２０は前記変曲部１１Ｂ，１１Ｂで挟まれ
た部分で幅広となっている。
【００４７】
図１ないし図３に示す実施の形態では、前記変曲部１１Ｂ，１１Ｂの対向線２０Ｅを境と
してそれよりも前方部分が前方中央領域２０Ａであり、前記対向線２０Ｅを境としてそれ
よりも後方部分が後方中央領域２０Ｄである。また、前記変曲部１１Ｂ，１１Ｂが形成さ
れた部分は幅広部２０Ｂであり、この幅広部２０Ｂは前方中央領域２０Ａと後方中央領域
２０Ｄの双方に渡る範囲となっている。
【００４８】
前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａの左右両外側には、前方外側圧縮溝１５，１５が形成され
ている。この前方外側圧縮溝１５，１５は、前記横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘを中心として縦
方向の前後の所定長の範囲に形成されている。前記前方外側圧縮溝１５，１５は、前方内
側圧縮溝１１Ａ，１１Ａと相似の曲線形状である。
【００４９】
後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄの左右両外側には、後方外側圧縮溝１６，１６が設けられ
ている。前記後方外側圧縮溝１６，１６は、後縁部１ｄに向かうにしたがって間隔が徐々
に狭くなるように傾斜し、その後方で、左右の後方外側圧縮溝１６と１６が外側後方連結
圧縮溝１７で連結されている。前記後方外側圧縮溝１６，１６と外側後方連結圧縮溝１７
は連続して形成されており、外側後方連結圧縮溝１７は、後縁部１ｄに凸側が向けられた
曲線形状である。
【００５０】
前記変曲部１１Ｂ，１１Ｂを有する幅広部２０Ｂの左右両外側では、前方外側圧縮溝１５
，１５の後端と、後方外側圧縮溝１６，１６の前端１６Ｄ，１６Ｄとが不連続であり、前
記変曲部１１Ｂ，１１Ｂの左右両外側には、前記前方外側圧縮溝１５，１５と後方外側圧
縮溝１６，１６の双方が形成されていない領域が形成されている。前記前方外側圧縮溝１
５，１５の後端と後方外側圧縮溝１６，１６の前端１６Ｄ，１６Ｄとの縦方向の間隔は２
０～６０ｍｍ程度である。
【００５１】
図３、図５および図７に示すように、前記後方中央領域２０Ｄでは、液吸収層４に着衣側
表面から肌側に向けて窪む裏側圧縮部１８が形成されている。この裏側圧縮部１８は、液
吸収層４を着衣側表面から圧縮することで形成されており、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに沿
って縦方向に延びている。この裏側圧縮部１８は直線状の溝であってもよいし、縦方向に
間隔を開けて形成されたドット状の圧縮部や、短い直線状の圧縮部が間欠的に形成された
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ものであってもよい。図３に示すように、裏側圧縮部１８の前端１８ａは、前記変曲部１
１Ｂと変曲部１１Ｂとの対向線２０Ｅよりも後方に位置し、裏側圧縮部１８の後端１８ｂ
は、後方連結圧縮溝１４よりも前方に位置している。
【００５２】
また、前記裏側圧縮部１８が形成されている部分で、液吸収層４と裏面シート２とがホッ
トメルト接着剤などで接着固定されている。あるいは前記液吸収層４と前記裏面シート２
とが熱接着されていてもよい。したがって、液吸収層４の肌側表面においては、前記裏面
シート２が前記裏側圧縮部１８の溝内に入り込んでいる。
【００５３】
図２に示すように、前記セカンド層５は、前記中央領域２０に設けられて縦方向に長い帯
状であり、左右両側縁部５ａ，５ａは、前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａおよび後方内側圧
縮溝１１Ｄ，１１Ｄよりも内側に位置している。また、セカンド層５の前端は、生理用ナ
プキン１の前縁部１ｃまで延びており、後端が後縁部１ｄまで延びている。よって、前方
連結圧縮溝１２、後方連結圧縮溝１４および外側後方連結圧縮溝１７では、表面シート３
とセカンド層５および液吸収層４が一緒に圧縮されている。また、中央領域２０の少なく
とも前方中央領域２０Ａにおいて、前記セカンド層５と液吸収層４との間に、パルプなど
の親水性繊維と合成繊維とをバインダーで接合してシート化したエアーレイド不織布（エ
アーレイドパルプ）などの吸水性シートで形成された液獲得層を設けてもよい。
【００５４】
前方中央領域２０Ａには、多数の液透過孔２５が規則的に配列して設けられている。この
液透過孔２５は、円形であるが、長円形やスリットであってもよい。前記液透過孔２５の
開孔面積は０．２～８ｍｍ２であり、円形の場合は直径が０．５～３．２ｍｍである。隣
接する液透過孔２５の中心間距離は１．５～８ｍｍである。図４に示すように、液透過孔
２５は、表面シート３を貫通してセカンド層５に至るように形成されており、好ましくは
前記液透過孔２５が、表面シート３からセカンド層５を貫通して形成されている。前記液
透過孔２５は、変曲部１１Ｂと１１Ｂとの対向線２０Ｅと前方連結圧縮溝１２とで挟まれ
た前方中央領域２０Ａに均一に分布している。
【００５５】
図２および図５に示すように、後方中央領域２０Ｄでは、表面シート３が変形させられて
畝溝部２８が形成されている。この畝溝部２８では、縦方向に平行に延びる畝部と縦方向
に延びる溝部とが横方向に交互に位置するように、横方向断面で見たときに表面シート３
が波状に変形させられている。この畝溝部２８は、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄで挟ま
れた領域で、且つ対向線２０Ｅと後方連結圧縮溝１４とで挟まれた後方中央領域２０Ｄの
全域に形成されている。
【００５６】
前記畝溝部２８を有する表面シート３は、横方向（Ｘ方向）に向けて伸縮性を有するため
、後方中央領域２０Ｄが図７に示すように身体に向けて凸状に変形したときに、表面シー
ト３が横方向に自由に伸びて自由に追従できるようになる。
【００５７】
前記表面シート３は熱融着が可能な熱可塑性繊維を含んでおり、前記セカンド層５も熱可
塑性繊維を含んでいる。本明細書において、熱可塑性繊維を含むとは、前記表面シート３
またはセカンド層５が熱可塑性繊維のみで形成されている場合、および熱可塑性繊維のみ
ならず、天然繊維や再生セルロース繊維のような非熱融着性繊維が含まれている場合の双
方を意味している。
【００５８】
前記液透過孔２５は加熱した針またはピンにより形成される。表面シート３とセカンド層
５が重ねられた状態で、表面シート３からセカンド層５に向けて前記針またはピンを差し
込んで、抜き取ることにより液透過孔２５が形成される。このとき、液透過孔２５の内面
２５ｂおよびその周囲では、表面シート３に含まれる熱可塑性繊維と、セカンド層５に含
まれる熱可塑性繊維とが互いに融着される。これにより、液透過孔２５の開孔形状を維持
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できるとともに、セカンド層５によって液透過孔２５の開孔周囲が補強される。また前記
熱融着によって表面シート３とセカンド層５とが接合されるため、表面シート３とセカン
ド層５とを接着剤で接着する必要が無くなり、接着剤によって液の透過が阻害されること
がない。
【００５９】
前記畝溝部２８は、表面シート３のみを熱エンボス成形することで形成されたものであり
、例えば高さが１．８ｍｍでピッチが１．８ｍｍの凸条部を有するエンボスロールと、前
記凸条部に対向する溝を有するエンボスロールとが１００～１２５℃に加熱され、両ロー
ル間に表面シート３が挟まれて畝部と溝部が形成される。表面シート３は熱可塑性繊維を
含んでいるため、外力が与えられていない状態で前記畝部と溝部の形状を維持しようとす
るため、表面シート３は横方向に伸縮性を有するものとなる。
【００６０】
前記表面シート３は、エアースルー不織布で形成される。このエアースルー不織布は、芯
部が酸化チタンを含んだポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）で、鞘部がポリエチレン
（ＰＥ）の芯鞘型複合合成繊維を用い、この繊維を熱風によって接合したものであり、目
付けは１５～６０ｇ／ｍ２程度である。また表面シート３を構成している前記複合合成繊
維は、親水性油剤がコーティングされたものと、撥水性油剤がコーティングされたものと
が混合されたものであり、撥水性油剤がコーティングされた繊維の混合率は１０～３０質
量％が好ましい。表面シート３に撥水性油剤がコーティングされた繊維を前記混合率とな
るように均一に含ませることで、表面シート３に与えられた経血が表面シート３内で拡散
しすぎるのを抑制でき経血が主に液透過孔２５を透過して液吸収層４に与えられるように
なる。
【００６１】
ただし、前記表面シート３は液透過孔２５以外の領域でも経血をセカンド層５に向けて透
過できる。このような液透過機能を発揮するためには、密度が０．１２ｇ/ｃｍ３以下で
あることが好ましく、その下限は０．０２５ｇ/ｃｍ３程度である。
【００６２】
　セカンド層５は、芯部がポリプロピレン（ＰＰ）で鞘部がポリエチレン（ＰＥ）の断面
が偏芯形状の芯鞘型複合合成繊維で形成されたエアースルー不織布で形成される。セカン
ド層５のエアースルー不織布は、親水性油剤がコーティングされた繊維のみで形成され、
撥水性油剤がコーティングされた繊維は含まれていない。この実施の形態では、セカンド
層５は前記エアースルー不織布を複数枚重ねて構成されており、例えば１枚のエアースル
ー不織布が３枚重ねとなるように折り畳まれたものが使用される。１枚のエアースルー不
織布の目付けは１５～５０ｇ/ｍ2程度であり、セカンド層５全体の目付けは３５～１５０
ｇ/ｍ2程度であり、好ましくは５０～１００ｇ／ｍ2である。
【００６３】
セカンド層５の目付けを表面シート３の目付けよりも大きくすることにより、目付けおよ
び密度の低い表面シート３を補強でき、表面シート３に過大な皺が生じたり液透過孔２５
の部分から破れを生じることなどを防止できる。
【００６４】
例えば、表面シート３は繊度が２．２ｄｔｅｘの繊維で構成され、セカンド層５は繊度が
４．４ｄｔｅｘの繊維で構成されて、セカンド層５の繊維密度が表面シート３の繊維密度
よりも低くなっている。セカンド層５の繊維密度は０．０８～０．０１６ｇ/ｃｍ３であ
る。
【００６５】
セカンド層５を繊度の大きい繊維で形成することにより、セカンド層５に三次元方向に延
びる繊維の骨格を形成して内部に広い空隙を多く形成することができる。これにより、表
面シート３を透過した経血を前記空隙内を自重で透過させることができ、瞬時に多く与え
られた経血を速やかに液吸収層４に移行させることができる。
【００６６】
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なお、表面シート３とセカンド層５が前記エアースルー不織布以外の不織布で形成されて
もよい。例えば、表面シート３を、再生セルロース繊維と熱融着性の熱可塑性繊維とから
構成されたスパンレース不織布、また前記繊維にパルプが含まれたスパンレース不織布で
形成し、セカンド層５を、パルプと熱可塑性繊維とを空気中で積層した後にバインダーで
接合し、加熱ロール間で加圧したエアーレイド不織布（エアーレイドパルプ）で形成して
もよい。
【００６７】
前記液吸収層４は、粉砕パルプ、マーセル化パルプ、クロスリンクパルプなどのパルプの
集合体に、ポリアクリル酸塩、ポリアクリルアミド、無水マレイン酸塩などの合成吸水ポ
リマーや、デンプン、セルロースなどの天然系の吸収ポリマーが含まれているものであり
、パルプおよび前記合成吸水ポリマーなどが、親水性のティシューペーパで包まれたもの
が使用される。
【００６８】
前記裏面シート２は、液不透過性で且つ通気性のシートであり、微細な通気孔が形成され
たポリエチレン（ＰＥ）フィルム、あるいはポリプロピレン（ＰＰ）フィルムなどである
。例えば、プラスチックシートにＣａＣＯ３、ＢａＳＯ４等の無機フィラーを混合させて
延伸処理することにより、微細な通気孔が適切に分散して形成され、通気性を向上させた
、厚みが１５～５０μｍ程度のフィルムを形成できる。
【００６９】
前記セカンド層５と液吸収層４は、液の透過を妨げないように部分的に配されたホットメ
ルト接着剤で接着される。また、液吸収層４と裏面シート３もホットメルト接着剤で接着
される。よって、前述のように、裏側圧縮部１８が形成されている部分で、裏側圧縮部１
８の凹部内に裏面シート３が入り込めるようになる。
【００７０】
この生理用ナプキン１の製造工程は、予め畝溝部２８が形成されている表面シート３とセ
カンド層５を重ねて、液透過孔２５を形成し、その後に液吸収層４とセカンド層５とを接
着して前記圧縮溝１０および裏側圧縮部１８を形成する。その後に、液吸収層４の表面に
裏面シート２を接着する。なお、液吸収層４の表面に裏面シート２を接着した後に、裏側
圧縮部１８において、裏面シート２と液吸収層４を一緒に加圧し且つ加熱して、裏側圧縮
部１８内で、液吸収層４と裏面シート２とを熱融着させてもよい。
【００７１】
液吸収層４の目付けは、中央領域２０において最も大きい。前方内側圧縮溝１１Ａ，１１
Ａと前方外側圧縮溝１５，１５とで挟まれた前方側方領域２１，２１と、後方内側圧縮溝
１１Ｄ，１１Ｄと後方外側圧縮溝１６，１６とで挟まれた後方側方領域２４，２４および
後方連結圧縮溝１４と外側後方連結圧縮溝１７とで挟まれた後方領域２６のそれぞれは、
目付けが前記中央領域２０よりも小さくなっている。それ以外の部分の液吸収層４の目付
けは、前方側方領域２１，２１、後方側方領域２４，２４および後方領域２６と同等かあ
るいは少し小さくなっている。
【００７２】
中央領域２０での液吸収層４の好ましい目付けは、４００～１２００ｇ／ｍ２であり、さ
らに好ましくは、５００～１０００ｇ／ｍ２である。前方側方領域２１，２１、後方側方
領域２４，２４、および後方領域２６のそれぞれの好ましい目付けは、３００～９００ｇ
／ｍ２であり、さらに好ましくは３５０～６００ｇ／ｍ２である。またその他の部分の液
吸収層４の好ましい目付けは、２００～７００ｇ／ｍ２である。
【００７３】
その結果、図４および図５に示すように前方中央領域２０Ａおよび後方中央領域２０Ｄで
厚みが大きくなり、これら領域が、肌側表面が身体に向けて大きく膨らんだ形状となる。
【００７４】
各圧縮溝１１ないし１７は、前記加熱ロールを用いた熱エンボス加工により一緒に形成さ
れる。前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａと前方外側圧縮溝１５，１５において、表面シート
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３と液吸収層４とが一緒に加圧される際に、前方側方領域２１，２１を覆う表面シート３
に張力が作用するため、前方側方領域２１，２１では、液吸収層４の密度が高くなる。
【００７５】
さらに、加熱ロール表面のエンボスパターンの凸部を工夫して、前方内側圧縮溝１１Ａ，
１１Ａを形成する凸部と前方外側圧縮溝１５，１５を形成する凸部との中間に位置する溝
の深さを浅くしておくことにより、前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａと前方外側圧縮溝１５
，１５を加圧する際に、前方側方領域２１，２１に位置する液吸収層４が前記溝で加圧さ
れる。このようなエンボス工程を用いると、前方側方領域２１，２１において液吸収層４
の密度をさらに高くできる。同様にして、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄと後方外側圧縮
溝１６，１６とで挟まれている後方側方領域２４，２４においても液吸収層４の密度を高
くすることができる。また後方領域２６も中央領域２０よりも密度が高くなる。
【００７６】
前方側方領域２１，２１および後方側方領域２４，２４および後方領域２６での、液吸収
層４の密度の好ましい範囲は、０．０８～０．２ｇ／ｃｍ３である。また、中央領域２０
での液吸収層４の密度の好ましい範囲は、０．０５～０．１８ｇ／ｃｍ３である。その他
の領域での液吸収層４の好ましい範囲は、０．０５～０．１３ｇ／ｃｍ３である。なお前
方側方領域２１，２１と後方側方領域２４，２４での液吸収層４の密度は、中央領域２０
での液吸収層４の密度に対して、０．０１ｇ／ｃｍ３以上大きいことが好ましく、さらに
は０．０２ｇ／ｃｍ３以上大きいことが好ましい。
【００７７】
また、前記圧縮溝１０の高密度圧縮部１０ａおよび中密度圧縮部１０ｂの密度は、０．４
～１．５ｇ／ｃｍ３の範囲であることが好ましい。
【００７８】
中央領域２０の縦方向の寸法、すなわち前方連結圧縮溝１２と後方連結圧縮溝１４との縦
方向の間隔は、１３０～３５０ｍｍ程度である。図４に示す横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘ上で
の前方中央領域２０Ａの幅寸法Ｗ１は、女性の性器の幅に応じて決められる。女性の股間
部の幅の平均は３０ｍｍ程度であるため、前方中央領域２０Ａの幅寸法Ｗ１は、１５～５
０ｍｍの範囲が好ましく、さらに２０～４０ｍｍの範囲が好ましい。また、後方中央領域
２０Ｄは、図８に示す女性の身体の臀部の溝（Ｑ）に入りやすい大きさであり、その長さ
、すなわち変曲部１１Ｂ，１１Ｂの対向線２０Ｅから後方連結圧縮溝１４までの長さ寸法
は、６０～１５０ｍｍ程度である。また、後方中央領域２０Ｄを縦方向に二分する位置で
の後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄの間隔Ｗ２は、１５～５０ｍｍの範囲である。
【００７９】
図４および図５に示すように、左右両側部の前記液吸収層４が設けられていない領域では
、裏面シート２と表面シート３とが接着されており、さらに表面シート３の表面から裏面
シート２の表面にかけて不透液性シート３０，３０が重ねられて、ホットメルト接着剤で
接着されている。前記ウイング部１Ａ，１Ａおよび後方フラップ１Ｂ，１Ｂは、主に前記
裏面シート２と不透液性シート３０とで構成されている。
【００８０】
前記不透液性シート３０は、内側に複数の弾性伸縮部材３２を挟んだ状態で２枚重ねに折
り畳まれて、不透液性シート３０の折畳み対向面どうしが接着されている。さらに２枚重
ねの不透液性シート３０が折り畳まれ、前方固定領域３３，３３において前記不透液性シ
ート３０は折り畳まれた状態で肌側表面に接着固定されている。また後方固定領域３４，
３４においても、前記不透液性シート３０が折り畳まれた状態で肌側表面に接着されて固
定されている。図１では、前記前方固定領域３３，３３と後方固定領域３４，３４をハッ
チングを付して示している。また図５には、後方固定領域３４が断面図で示されている。
【００８１】
前記前方固定領域３３と後方固定領域３４との中間では、前記不透液性シート３０が所定
幅にて自由状態であり、不透液性シート３０によって防漏壁３１，３１が形成されている
。この防漏壁３１には弾性伸縮部材３２の縦方向の弾性収縮力が作用している。この弾性
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収縮力の前方の作用端３５は、前記前方固定領域３３の下端であり、弾性収縮力の後方の
作用端３６は、後方固定領域３４の前端である。前記弾性収縮力により、前記作用端３５
と作用端３６とが互いに接近しようとし、生理用ナプキン１は、前記作用端３５と作用端
３５との間の距離Ｌ１の範囲で肌側表面が凹側となるように変形する。その結果、図４に
示すように、前記作用端３５と３６との中間で、前記防漏壁３１，３１が肌側表面から立
ち上がる。
【００８２】
図１に示すように、前方の前記作用端３５は、前方内側圧縮溝１１Ａと前方連結圧縮溝１
２との境界部と縦方向に一致する位置またはその近傍に設けられている。また後方の前記
作用端３６は、後方外側圧縮溝１６，１６の前端１６Ｄの近傍またはそれよりもやや前方
に位置している。
【００８３】
したがって、延長圧縮溝１３，１３が設けられている領域には、前記弾性収縮力が作用せ
ず、前記延長圧縮溝１３，１３が設けられている前方部分は弾性収縮力の影響を受けるこ
となく自由に変形しやすい。同様に、後方外側圧縮溝１６，１６および外側後方連結圧縮
溝１７が設けられている後方部分にも前記弾性収縮力が作用しないため、後に説明するよ
うに、生理用ナプキン１の後部が三次元的な凹曲面となるように変形しやすくなっている
。
【００８４】
図３に示すように、裏面シート２の外面では、まず前記裏側圧縮部１８を覆う位置に縦方
向に帯状に延びる感圧接着剤層４１が設けられている。また、前部において、前記裏面シ
ート２の外面には、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙを挟んで左右に均等に離れた位置に、一方の
前方内側圧縮溝１１Ａと前方外側圧縮溝１５の双方を覆う縦方向に細長い領域に感圧接着
剤層４２が設けられ、他方の前方内側圧縮溝１１Ａと前方外側圧縮溝１５を覆う縦方向に
長い領域に同様に感圧接着剤層４２が設けられている。
【００８５】
また、裏面シート２の外面では、両側のウイング部１Ａ，１Ａが形成されている部分に、
感圧接着剤層４３，４３が形成され、後方フラップ１Ｂ，１Ｂにも感圧接着剤層４４，４
４が形成されている。
【００８６】
この生理用ナプキン１を身体に装着するときには、裏面シート２の外面に設けられた感圧
接着剤層４１および感圧接着剤層４２，４２を、図４に示すクロッチ布５１の内面に接着
し、このとき後方フラップ１Ｂ，１Ｂも感圧接着剤層４４，４４を介して下着の内面に接
着する。またウイング部１Ａ，１Ａを、クロッチ布５１の両側縁部を巻き込むようにして
、下着の外面に向けて曲げ、ウイング部１Ａ，１Ａの着衣側表面に設けられた感圧接着剤
層４３，４３をクロッチ布５１の外面に接着する。
【００８７】
図８に示すように、下着のクロッチ布５１に生理用ナプキン１を装着した状態でこの下着
を着用すると、生理用ナプキン１の肌側表面によって、女性の股間部の恥丘（Ｍ）から臀
部の溝（Ｑ）の後方にかけて覆われる。
【００８８】
着用状態では、大腿部から前方外側圧縮溝１５，１５に対して縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに
向かう圧縮力が作用する。この圧縮力は、前方外側圧縮溝１５，１５を介して密度が高く
剛性の高い前方側方領域２１，２１に伝わり、さらに前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａに伝
わる。前方外側圧縮溝１５，１５および前方内側圧縮溝１１Ａ，１１Ａは、前方中央領域
２０Ａの厚み寸法の中点よりも充分に下側に位置しているため、前記圧縮力が作用すると
、前方外側圧縮溝１５，１５と前方側方領域２１，２１、および前方内側圧縮溝１１Ａ，
１１Ａが前方中央領域２０Ａの下に入り込もうとし、剛性の高い前方側方領域２１，２１
によって下側から支えられるようにして、前方中央領域２０Ａが身体に向けて持上げられ
て膣口（Ｎ）に密着する。
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【００８９】
左右に位置する前方内側圧縮溝１１Ａ、前方側方領域２１および前方外側圧縮溝１５は、
その下に位置する感圧接着剤層４２によってクロッチ布５１の内面に固定されている。こ
れらがその間隔を維持したままクロッチ布５１に接着されていることにより、大腿部から
クロッチ布５１に圧縮力が作用したときに、左右両側にそれぞれ位置している前方内側圧
縮溝１１Ａ、前方側方領域２１および前方外側圧縮溝１５と、クロッチ布５１との間に位
置ずれが生じることがなく、生理用ナプキン１はクロッチ布５１の変形に追従して一緒に
変形できるようになる。よって、前方中央領域２０Ａは、常にクロッチ布５１の中央に位
置して身体に向けて変形させられるようになり、前方中央領域２０Ａは膣口（Ｎ）に密着
しやすい状態を維持できる。
【００９０】
次に、生理用ショーツなどは、後身頃の中央部分において臀部の溝（Ｑ）に沿う弾性伸縮
部材が設けられ、身体に着用したときに、前記弾性伸縮部材の弾性収縮力がクロッチ布５
１に対して吊り上げ力として作用しているのが通常である。
【００９１】
前記後方中央領域２０Ｄでは、液吸収層４に着衣側表面から窪む裏側圧縮部１８が縦方向
に延びて形成されている。図７に示すように、前記弾性収縮力によって、前記裏側圧縮部
１８を身体に向けて押し上げる押圧力Ｆ１が与えられると、後方中央領域２０Ｄは凸状に
変形し、肛門（Ｐ）に密着しやすく、また臀部の溝（Ｑ）内に入り込みやすくなる。
【００９２】
図３に示すように、裏側圧縮部１８が形成されている領域に感圧接着剤層４１が設けられ
ているため、裏側圧縮部１８が形成されている部分が下着にしっかり固定されるようにな
る。また、感圧接着剤層４１が形成されている裏面シート２と液吸収層４が、裏側圧縮部
１８を有する部分で接着されているために、下着の吊り上げ力が裏面シート２を介して液
吸収層４の裏側圧縮部１８に確実に作用できるようになり、裏側圧縮部１８により凸状に
変形させられる部分が下着の中央部分から位置ずれするのを防止できる。
【００９３】
前記裏側圧縮部１８は、前記後方中央領域２０Ｄに位置し後方連結圧縮溝１４よりも前方
に位置しているため、前記裏側圧縮部１８を可撓軸とする凸状の変形は後方中央領域２０
Ｄにおいてのみ発生する。
【００９４】
後方中央領域２０Ｄは、後方に向けて間隔が徐々に狭くなる後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１
Ｄで挟まれ、さらに後部が後方連結圧縮溝１４で囲まれているため、後方中央領域２０Ｄ
が身体に向けて凸状に変形すると、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄに対して互いに接近す
る力Ｆ２，Ｆ２が作用する。この状態で、後方中央領域２０Ｄよりも外側の部分が下着で
身体に押し付けられると、後方中央領域２０Ｄよりも左右両外側部分および後方中央領域
２０Ｄよりも後方部分は、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄと後方連結圧縮溝１４を可撓軸
として、図６に示す凹曲線Ｘ１および凹曲線Ｙ１に沿う曲面に沿って変形しやすくなる。
【００９５】
すなわち、後方中央領域２０Ｄが臀部の溝（Ｑ）に向けて凸状に変形した状態で、前記後
方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄと後方連結圧縮溝１４から成る可撓軸が肌側表面において窪
みの底部となり、生理用ナプキン１の右側縁部１ａと左側縁部１ｂおよび後縁部１ｄが、
前記可撓軸よりも身体側に向けられるようになる。その結果、前記可撓軸と、右側縁部１
ａ、左側縁部１ｂおよび後縁部１ｄで囲まれた部分が三次元の凹曲面となるように変形す
る。
【００９６】
この実施の形態では、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄと後方連結圧縮溝１４のさらに外側
に、後方に向けて間隔が狭くなる後方外側圧縮溝１６，１６と外側後方連結圧縮溝１７が
形成されて、後方中央領域２０Ｄの側方および後方が二重の圧縮溝で囲まれた構造である
。よって、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄと後方連結圧縮溝１４が内側の可撓軸となり、
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後方外側圧縮溝１６，１６と外側後方連結圧縮溝１７が外側の可撓軸となって、生理用ナ
プキン１の後部はさらに前記三次元の凹曲面に変形しやすくなる。
【００９７】
また、後方側方領域２４，２４と後方領域２６では、液吸収層４の密度が後方中央領域２
０Ｄでの液吸収層４の密度よりも高く剛性が高くなっており、この剛性の高い領域が、後
方中央領域２０Ｄの左右両側から後方部を囲んでいる。よって生理用ナプキン１の後部は
、前記の凹曲面の状態を維持しやすく、凹曲面の状態から捩れたり皺が寄るのを防止しや
すくなっている。また、防漏壁３１，３１を立ち上がらせている前記弾性伸縮部材３２の
弾性収縮力は、後方中央領域２０Ｄおよびその周辺部分に作用していないため、前記弾性
収縮力によって、生理用ナプキン１の後方部分の凹曲面が弾性伸縮部材３２によって矯正
されることがない。
【００９８】
また、内側圧縮溝１１の変曲部１１Ｂ，１１Ｂが形成されている幅広部２０Ｂに着目する
と、その前方では前方外側圧縮溝１５，１５と前方側方領域２１，２１とから前方中央領
域２０Ａに対して縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向かう圧縮力が作用し、前記変曲部１１Ｂ，
１１Ｂよりも後方では、後方外側圧縮溝１６，１６と後方側方領域２４，２４とから後方
中央領域２０Ｄに対して縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向かう圧縮力が作用する。さらに、生
理用ナプキン１が身体の形状に合わせて凹状に変形する際の変形の力、および防漏壁３１
を形成する弾性伸縮部材３１の弾性収縮力により、前記後方外側圧縮溝１６，１６の前端
１６Ｄ，１６Ｄから、前記幅広部２０Ｂに対して前方へ向かう圧縮力が作用する。
【００９９】
その結果、変曲部１１Ｂ，１１Ｂを有する幅広部２０Ｂは、その左右両外側において前後
の４方向から圧縮力が作用し、前記幅広部２０Ｂはあたかも４方向から摘み上げられるよ
うにして、肌側表面に向けて変形する。したがって、幅広部２０Ｂは、図８に示す会陰部
（Ｏ）とその前方の大陰唇間の溝内および肛門（Ｐ）の溝内に入り込むようにして密着す
る。
【０１００】
この生理用ナプキン１は、前方中央領域２０Ａが凸状に変形して膣口（Ｎ）に密着し、前
述のように変曲部１１Ｂ，１１Ｂで挟まれた幅広部２０Ｂが会陰部（Ｏ）に密着しやすく
、また後方中央領域２０Ｄが臀部の溝（Ｑ）に入りやすく、また後部は臀部の曲面にフィ
ットしやすくなっている。よって、膣口（Ｎ）から排泄される経血は前方中央領域２０Ａ
において、液透過孔２５を透過し液吸収層４により吸収されるが、後方へ移行しようとす
る経血は、会陰部（Ｏ）から臀部の溝（Ｑ）に密着する後方中央領域２０Ｄにおいて確実
に捕捉されるようになる。また図６に示すように、生理用ナプキン１の後部は三次元の凹
曲面となって臀部に密着できるため、就寝時などに後部から外部への経血の洩れを防止し
やすい。
【０１０１】
図９ないし図１１は、本発明の生理用ナプキンの他の実施の形態を示す平面図である。
【０１０２】
以下では図９ないし図１１に示す実施の形態において、図１以下に示す第１の実施の形態
と相違する部分のみを説明し、前記第１の実施の形態と同じ部分には同じ符号を付して、
その詳しい説明を省略する。
【０１０３】
図９に示す生理用ナプキン１００では、前記後方中央領域２０Ｄにおいて、内側圧縮溝１
１Ｄ，１１Ｄの内側に短圧縮溝１９，１９が形成されている。この短圧縮溝１９，１９は
、前記各圧縮溝１１ないし１７と同様に表面シート３から液吸収層４に向けて凹状に形成
されている。この短圧縮溝１９，１９は前記後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄの内側におい
て、短い寸法で且つ前記後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄにほぼ等間隔を空けた形状で形成
されている。
【０１０４】



(15) JP 4390445 B2 2009.12.24

10

20

30

40

50

前記後方中央領域２０Ｄの裏側圧縮部１８が形成されている部分が、下着の吊り上げ力に
より身体に向けて持ち上げられると、前記短圧縮溝１９，１９が折り起点となり、特に短
圧縮溝１９，１９の後端１９ａ，１９ａが折り起点となって、後方中央領域２０Ｄの前記
後端１９ａ，１９ａと後方連結圧縮溝１４とで挟まれた領域が、図７に示すように身体に
向く凸形状に変形しやすくなる。
【０１０５】
図１０に示す生理用ナプキン１００Ａは、裏面シート２の外面において、前方には図３に
示したのと同じ感圧接着剤層４２，４２が形成されており、さらに後方には、縦方向中心
線Ｏｙ－Ｏｙから左右に等距離を空けた位置に、前記感圧接着剤層４２，４２と同じ帯状
の感圧接着剤層４５，４５が、前記感圧接着剤層４２，４２とは独立して形成されている
。
【０１０６】
前記感圧接着剤層４５，４５は、後方内側圧縮溝１１Ｄと後方側方領域２４および後方外
側圧縮溝１６を覆う領域に形成されている。ただし、変曲部１１Ｂ，１１Ｂの左右両外側
では、裏面シート２に感圧接着剤層が設けられていない。
【０１０７】
この生理用ナプキン１００Ａでは、前方では内側圧縮溝１１Ａと前方側方領域２１および
前方外側圧縮溝１５が感圧接着剤４２により下着にしっかり固定されるため、着用時の下
着の変形により前方中央領域２０Ａが左右両側からしっかり圧縮されて肌側に向けて隆起
し、後方では後方内側圧縮溝１１Ｄと後方側方領域２４および後方外側圧縮溝１６とが感
圧接着剤層４５により下着の内側にしっかり固定されているため、着用時の下着の変形に
より、後方中央領域２０Ｄが左右両側から確実に圧縮されて、後方中央領域２０Ｄが身体
に向けて凸状に変形するようになる。
【０１０８】
また、前方に感圧接着剤層４２，４２が後方に感圧接着剤層４５，４５が互いに独立して
設けられているため、前方中央領域２０Ａが設けられている部分と、後方中央領域２０Ｄ
が設けられている部分とが、下着の動きに追従して独立して挙動できるようになる。
【０１０９】
次に、図１１に示す生理用ナプキン１００Ｂでは、図１０に示す前方の感圧接着剤層４２
と後方の感圧接着剤層４５とが連続したのと同じ縦長の帯状の感圧接着剤層４６，４６が
縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙから左右に等距離を空けて形成されている。この生理用ナプキン
１００Ｂにおいても、前方中央領域２０Ａの左右両側と後方中央領域２０Ｄの左右両側が
下着にしっかり固定されて、前方中央領域２０Ａと後方中央領域２０Ｄが左右からの圧縮
力により、身体に向けて確実に凸状に変形できるようになる。
【０１１０】
なお、本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。
【０１１１】
例えば、本発明では、後方内側圧縮溝１１Ｄ，１１Ｄと後方連結圧縮溝１４が形成されて
いることにより、それよりも外側の領域が三次元の凹曲面に変形しやすくなる。よって後
方外側圧縮溝１６と外側後方連結圧縮溝１７は必ずしも必要ではない。
【０１１２】
【発明の効果】
以上のように本発明では、圧縮溝で挟まれた後方中央領域が肛門から臀部の溝内に密着し
やすいとともに、後部が三次元の凹曲面となるように変形して臀部に確実にフィットでき
るようになる。よって吸収性物品の後方からの経血の洩れを防止しやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の吸収性物品の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図であり、主に圧
縮溝のパターン形状を示す、
【図２】本発明の吸収性物品の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図であり、主に表
面シートの状態を示す、
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【図３】本発明の吸収性物品の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図であり、主に裏
面圧縮部と感圧接着剤層の構成を示す、
【図４】生理用ナプキンがクロッチ布に取り付けられた状態を横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘで
切断した断面図、
【図５】図１の生理用ナプキンのＶ－Ｖ線の断面図、
【図６】生理用ナプキンの後部の変形状態を示す斜視図、
【図７】図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線の断面図
【図８】生理用ナプキンが女性の股間部に取り付けられた状態を示す断面説明図、
【図９】本発明の他の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図、
【図１０】本発明の他の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図、
【図１１】本発明の他の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図、
【符号の説明】
１　生理用ナプキン
２　裏面シート
３　表面シート
４　液吸収層
５　セカンド層
１０　圧縮溝
１１Ａ　前方内側圧縮溝
１１Ｄ　後方内側圧縮溝
１４　後方連結圧縮溝
１５　前方外側圧縮溝
１６　後方外側圧縮溝
１７　外側後方連結圧縮溝
１８　裏側圧縮部
２０　中央領域
２０Ａ　前方中央領域
２０Ｄ　後方中央領域
２５　液透過孔
２８　畝溝部
４１，４２，４３，４４　感圧接着剤層
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